
（特非）フリンジシアタープロジェクト

「環境コミュニケーションティーチング」の
社会実装のための
人材育成と効果測定プロジェクト

育成プログラム＠福岡

成果と工夫した
ポイント

■成果
２年間で、育成プログラムを香川、石
川、福岡、岡山の計４県で実施。延べ
２５名が受講し、７名の環境コミュニ
ケーションティーチャーと、２名のアシ
スタント講師が誕生した。また272名
を対象にアンケートを実施した。

■工夫
アンケート調査で他財源の環境コ
ミュニケーションティーチングを利用
し、対象者数を確保した。

2年目
一般助成

知識の提供・
普及啓発

環境コミュニケーション
ティーチャーの育成　　
　　　　

活動の全体目標に
対する達成度4人 128人 70％

課　題

今後の課題

育成プログラム＠岡山

　演劇ワークショップの手法を用いた環境教育「環境コミュニケーションティーチング」の講師
育成の体制を作り、プログラムの効果を測定し、その効果を科学的に明らかにする。

　次年度は１年目に実施した香川・石川で再度育成プログラムを実施。作成した効果測定学術
論文と合わせて当プログラムの運営体制の強化・制度化を目指す。

　福岡県と岡山県にて講師育成プログラムをそれぞれ実施。参加者
はeラーニングを受講しながら自然体験やワークショップ理論をライ
ブ研修で学んだ後、実際にOJT研修として公募で集まった子どもたち
と環境演劇ワークショップを行い、環境コミュニケーションティーチン
グの手法を体感してもらった。２８年度で４名の講師、２名のアシスタン
ト講師が誕生した。
　また、この手法の効果測定を行い、学術論文を作成した。

活動内容

効果測定のための
アンケート対象者数


